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貝類（内湾産） ＜クビキレガイ上科 カワザンショウガイ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：準絶滅危惧） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜TRUNCATELLOIDEA ASSIMINEIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：NT） 

ヨシダカワザンショウ “Angustassiminea” yoshidayukioi (Kuroda) 

 
【選定理由】 
 本種は、内湾奥の河口域に発達した
ヨシ原湿地とそれより上部の陸上植生
にかけて分布する。県内ではヨシ原湿
地やその上部へ連続する陸上植生は護
岸工事や埋め立てで著しく減少してい
るので本種の生息地、個体数とも著し
く減少したと考えられる（木村･木村, 
1999）。特に、本種は他の内湾生のカ
ワザンショウガイ科貝類と比較して生
息帯が上部に位置するが、ヨシ原湿地
の陸上に近い部分は護岸工事などで破
壊されやすいため、生息場所の減少が
心配される。県内のカワザンショウガ
イ科貝類としては最も絶滅の可能性が
高い種と評価された。 
 

【形 態】 
 殻長約 3 mm の微小種。カワザンショウガイ科は小型種が多く、形態的にも近似していて同定は
難しい。本種は貝殻の光沢が強いこと、肉眼ではわかりにくいが臍孔が狭いが開いている点で県内
産の他種と区別できる。 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 上述したように県内での生息場所は著しく減少したと考えられる。木村･木村（1999）では 7 カ所
生息地があった。カワザンショウガイ科貝類は生息地には群生する場合が多いが、本種の個体数は
どの生息地でも少ない。 
【世界及び国内の分布】 
 日本固有種の可能性が高く（朝鮮半島南部からの記録は未記載の別種）、北海道南部、下北半島、
八郎潟〜九州南部東京湾に分布する（福田, 2012）。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 上述したようなヨシ原湿地と上部の陸上植生にかけての、落葉の下や湿った土壌の表面に生息す
る。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したようなヨシ原湿地と上部の陸上植生が護岸工事などで破壊され、生息地が減少している。 
 

【保全上の留意点】 
 上述したようなヨシ原湿地と上部の陸上植生を保全することはいうまでもなく、周辺水域の水質
も保全する必要がある。 
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